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演題9．歯周ポケットより分離した溶血レンサ球菌の

　　　　定量と菌種の分布

○田近志保子，金子　　克，八重樫　隆楽

　富樫　正幸※，上野　和之※

岩手医科大学歯学部口腔微生物学講座

※岩手医科大学歯学部歯科保存学第二講座

　1993年12月から1994年2月の期間に，本学第二保

存科外来を訪れた歯周炎患者18名の歯周ポケットよ

り，無菌的にペーパーポイントで採取した滲出液と，

歯垢を材料としてレンサ球菌を分離した。今回は，α，

β，γ溶血別に菌数を定量し，菌種を同定して分布を

調べたので報告する。α溶血レンサ球菌はすべての検

体から分離したが，β溶血レンサ球菌は滲出液20検

体中13検体（65．0％）から，歯垢20検体中5検体

（25．0％）から分離した。γ溶血レンサ球菌は滲出液20

検体中12検体（60．0％），歯垢は20検体中13検体

（65．0％）から分離した。分離したα溶血レンサ球菌の

菌種は，S舵ρεOCOCCμs　gOγdoη‘ゴ，＆Sαη9μ乞S，＆〃2毎S，

Somκs，＆〃鋤αηs，β溶血レンサ球菌では＆αηg紗

OS瓜，γ溶血レンサ球菌では，＆仇花㎜θ磁媚，＆COη一

sZθ〃αωsの順であった。材料別に分離率をみると，滲

出液では＆αη9勿OSμS，＆η砺s，＆加θ耽0虚μ8，＆

Sαηgμis，＆0励お，＆COηS’鋤α‘瓜の順であった。歯垢

では＆Sαη9泌s，＆9館40砿，＆沈mS，＆仇彪ηηθd物S，＆

coη訂θ肱九＆＆απg仇osμs　S，7η碗αηsの順であった。


